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 １９９６年１～１２月における世界各国の運転中の原子力発電所の稼働状況を示す各種
の実績データが、この程公表された。 
 １９９６年１２月末時点において、原子力発電を所有している国の数は、この年からアル
メニア共和国とルーマニアの２カ国が加わり、合計３２カ国となった。その内、毎月の発電
量の記録が公式に発表されているものは、別表に示すごとく２８カ国である。中国、チェコ
共和国、カザフスタン共和国、ルーマニアの４カ国については公式な発表はなく本表から抜
けている。 
 別表の２８カ国について見れば、総平均７２．９％というかなり高い稼働率の実績を残し、
前年よりもなお若干向上した。運転中のほとんどの国で９５年よりも成績は向上している。 
 なお、今回の１９９６年の稼働率実績を原子炉型別に分類して比較すると以下の如くで、
ＰＷＲが平均として最も良い成績を残している。 
 
１）ＰＷＲ   ２４４基 平均稼働率 ７６．０６％（前年より２．３％向上） 
２）ＢＷＲ    ９４基 平均稼働率 ７５．２９％（前年より１．６％低下） 
３）ＧＣＲ    ２９基 平均稼働率 ６６．４４％（前年より１．５％低下） 
４）加圧重水炉  ３３基 平均稼働率 ６０．８６％（前年とほぼ横這い） 
５）ＲＢＭＫ炉  １９基 平均稼働率 ５６．２６％（前年より若干向上） 
 
 



 
 


